
 

 

日 大  インドネシア サポ ト ム 

 

☆ じめに 

私たちは経済連携協定(EPA：Economic Partnership Agreement)に基づくインドネシアか

らの看護師候補者育成に伴う国家試験対策及び日本語支援を行なっているチームである。 

私たちのサポートチームは、国家試験の合格に向け頑張っているインドネシア人看護師

候補者と既に国家試験に合格し、日本の看護師として働き始めている2名を支援してい

る。このEPAでの看護師は、まだ日本でも少ない状況であり、どのように支援すればよ

いのか方法は示されていない。また、看護学生にとって国家試験の経験もないため試行

錯誤の中で支援を行っている。 

※EPAとは特定の国や地域の間で、関税等を撤廃し、モノやサービスの貿易の自由化を図

ることを目的とする「自由貿易協定（FTA）」を基礎としながら、投資や人の移動、知的所

有権など、より幅広い対象分野について、経済関係の強化を図ることを目的とする協定であ

る。 

 

 

☆グル プのメンバ  

1 年生 9 人、2 年生 6人、3年生 2 人、4年生 13 人の計 30 人（編入生 1人含む）で活

動している。 

 

 

☆活 を める か  

  以前、インドネシア人看護師候補生の日本語の支援の募集があった。「EPA とは何だろ

う」、「日本語支援や国家試験対策が私たちにできるのだろうか」など不安や迷いはあっ

たが、国際看護には興味があり、教員の勧めもあったので、半信半疑ではあったが、そ

の支援を受け入れた。EPA について調べると、政府はインドネシアとの EPA により 2008

年から看護師の受け入れ事業を開始したと書かれており、海外からの看護師候補者は日

本の国家試験を受験しているが、その合格者は 5％も満たないのが現状であるというこ

とであった。また、実際、国家試験に合格しても、現場で働くために必要な日本語の習

得はできていないため、満足いく現場での活躍ができていないことも分かってきた。そ

のことを知り、「私たちにも何か出来ることがある」、「インドネシアの方々と交流がし

たい」と思い、活動に参加した。 
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